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ればと思っています。 

私も、朗読に挑戦する前までは、戦争や原爆の話には苦手意識が少しありました。しかし、朗読劇を通

し、伝える―ということの大切さがよくわかりました。成人して、大人になった今は、はらんきょうの会で得

た経験をもとに、ナイロンのリボンの会で読み聞かせを続けていこうと思います。 

私は、鶴さんの本を読み、平和とは、本当に一般的なもので、特別なことではないのだと思いました。誰

もが感じていい、自由な気持ちなのです。私は少しでも、そんな小さくて大きな気持ちを朗読を通してこれ

からも続けていこうと思います。 

(おおわだ ゆうこ/ナイロンのリボンの会代表) 

  

 

 
●●●●図書館資料図書館資料図書館資料図書館資料のののの返返返返しししし忘忘忘忘れはありませんかれはありませんかれはありませんかれはありませんか????    

図書館に返し忘れている資料がありましたらご返却ください。 

図書・紙芝居・雑誌は市内の図書館(室)どこにでも返却できます。閉館中は、図書館入り口の返

却ポストをご利用ください(中央図書館・明野図書館のみ)。視聴覚資料(DVD、CD、ビデオ、カ

セットテープなど)は壊れやすいので、直接借り受けた図書館のカウンターに返却してください。 

 

●●●●新新新新しいしいしいしい DVDDVDDVDDVD がががが入入入入りましたりましたりましたりました！！！！    

新しい DVD がたくさん入りましたので、ぜひご利用ください。 

『英国王のスピーチ』、『スパイダーマン』、『オリバー』、『沈まぬ太陽』、『オカンの嫁入

り』、『借りぐらしのアリエッティ』、『塔の上のラプンツェル』など。 

※DVD は 1 人１点まで、明野図書館のみの貸出です。 

    

●●●●明野図書館明野図書館明野図書館明野図書館    おはなしおはなしおはなしおはなし会会会会    午後午後午後午後 2222 時時時時からからからから    児童室児童室児童室児童室にてにてにてにて    

3 月 11 日 ⇒ 『はつゆき』『どうぶついろいろかくれんぼ』 

3 月 18 日 ⇒ 『ほげちゃん』『おやすみみみずく』 

館報館報館報館報 

－くらしに生かそうみんなの図書館－－くらしに生かそうみんなの図書館－－くらしに生かそうみんなの図書館－－くらしに生かそうみんなの図書館－                       明野図書館明野図書館明野図書館明野図書館        ℡℡℡℡:0296:0296:0296:0296----52525252----2466246624662466    

 

『読み聞かせを続けてきて『読み聞かせを続けてきて『読み聞かせを続けてきて『読み聞かせを続けてきて    2011201120112011 年、それから。』年、それから。』年、それから。』年、それから。』    

大和田 優子 

一昨年の年末に、知り合いである作家の鶴文乃さんの本を頂きました。『1945 年 夏 長崎 それ

から』―。鶴さんは、四才の時に原爆で長兄と父親を亡くしました。著書には、鶴さんが経験した、幼

いころ過ごした長崎での貧しい生活や家族との思い出などが綴られています。この作品の多くの頁

は、散文詩でまとめられています。戦争の経験が全くない、私達若い世代には、重く辛いといった印

象もあるでしょう。しかし、この作品は“戦争”という言葉に抵抗を感じることなく、世界観に入っていく

ことができます。とても読みやすい作品だと思います。私は純粋に感動し、朗読劇にしたいと考えて

いました。 

しかし、当時はまだ迷いがありました。世間では東日本大震災が起き、福島では、原発事故や放

射能汚染の問題が浮上してきた時期だったからです。こんな時期だからやるべきか、やらないべき

か、迷いました。その時、昔からお世話になっていた、はらんきょうの会の代表の加藤さんに「迷って

いるなら、やってみれば」と背中を押され、私はナイロンのリボンの会を立ち上げました。 

メンバーは、はらんきょうの会でずっと一緒に朗読活動をしてきた仲間や水戸で舞台を創ってきた

友人・知人、まだ何も知らない未経験の高校生などが集まりました。沢山練習を重ねていく中で、詩

に込められた意味は何か、当時の状態はどんなに悲惨なものだったのか、皆で話し合うことができま

した。特に、舞台も朗読も一切関わったことのない高校生にとっては難しさもあったと思います。反

面、とても新鮮だったのではと思います。「先輩、ズックって何ですか」と質問してきた子が、本番には

その意味も文章も理解し、立派に読みあげてくれたことは、私にとっても、満足感を与えてくれたと思

っています。 

本番は、昨年の 10 月に公演しました。本番では涙ぐんでくれた人も中にはいました。一人一人が、

真剣に心を込めて読み、最後の朗読を終えると館内はシーンとしました。私は深く感じました。朗読

劇を行うにあたり、大変なことの方が多かったですが、聞いてくれる人はいるのだと学びました。ま

た、原作者である鶴さんも「私も聞いていて昔をすごく思い出しました。ありがとう。」と言ってくださり、

良かったと思っています。何より、今回の朗読劇で私自身が大きく成長することができたと感じます。 

今年の三月十一日で、震災後丸一年となりますが、朗読劇を行うにあたり、沢山の励ましや協力

をしてくれた、はらんきょうの会も朗読劇を行います。メンバーは小学生から主婦世代まで様々です。

昨年は、震災などを理由に、公演ができませんでしたが、今年は、震災後一年という意識もあって

か、皆すごく力を入れて練習をしています。戦争のことだけではなく、今回は福島の話や東北の子供

達の言葉なども朗読予定です。個人にとっての、私達にとっての平和とは何か、考えるきっかけにな 
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3 月の予定 

 

 
 


